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改 正 後 改 正 前 
目次 

 

１ 共通事項 

２ 平均図 

３ 現地調査図 

４ 復元図 

５ 多角点・境界点網図 

６ 確定図・境界標復元位置図 

７ 確定図・境界標復元位置図（数値データ） 

８ 幅員図 

９ 修正箇所図 

10 現地測量（数値地形図データ） 

11 電子成果 

別表１ 川崎市測量業務電子成果 

別表２ 川崎市道水路台帳平面図取得分類基準表 

別紙３ 確定図（数値データ）・現地測量（数値地形図データ）作成について 

第 1 号様式 平均図 

第 2 号様式 ４級基準点の記 

第 3 号様式 川崎市確定図・現地測量の数値地形図データファイル精度管理表 

第 4 号様式 電子成果一覧表 
 
 

目次 

 

１ 共通事項 

２ 測量成果表綴り 

３ 平均図 

４ 現地調査図 

５ 復元図 

６ 多角点・境界点網図 

７ 確定図・境界標復元位置図 

８ 確定図・境界標復元位置図（数値データ） 

９ 幅員図 

10 修正箇所図 

11 現地測量（数値地形図データ） 

12 電子成果 

別表１ 川崎市測量業務電子成果 

別表２ 川崎市道水路台帳平面図取得分類基準表 

別紙３ 確定図（数値データ）・現地測量（数値地形図データ）作成について 

第 1 号様式 測量成果表綴り 

第 2 号様式 平均図 

第 3 号様式 ４級基準点の記 

第 4 号様式 川崎市確定図・現地測量の数値地形図データファイル精度管理表 

第 5 号様式 電子成果一覧表 
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川崎市測量業務成果作成要領の改正 新旧対照表 

 

改 正 後 改 正 前 
２ 平均図 

 

図面タイトルは「平均図」とし、記載内容は次のとおりとする。 
 
 
３ 現地調査図 

 

図面タイトルは「現地調査図」とし、記載内容は次のとおりとする。 
 
４ 復元図 

 

図面タイトルは「復元図」とし、記載内容は次のとおりとする。 
 
５ 多角点・境界点網図 

 

図面タイトルは「多角点・境界点網図」とし、記載内容は次のとおりとする。 

 

６ 確定図・境界標復元位置図 

 

図面タイトルは、境界確定（再確定を含む）の場合は「確定図」とし、境界復

元の場合は「境界標復元位置図」とする。なお、記載内容は次のとおりとする。 

３ 平均図 

 

図面タイトルは「平均図」とし、記載内容は次のとおりとする。 
 

 

４ 現地調査図 

 

図面タイトルは「現地調査図」とし、記載内容は次のとおりとする。 

 

５ 復元図 

 

図面タイトルは「復元図」とし、記載内容は次のとおりとする。 

 

６ 多角点・境界点網図 

 

図面タイトルは「多角点・境界点網図」とし、記載内容は次のとおりとする。 

 

７ 確定図・境界標復元位置図 

 

図面タイトルは、境界確定（再確定を含む）の場合は「確定図」とし、境界復

元の場合は「境界標復元位置図」とする。なお、記載内容は次のとおりとする。 
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改 正 後 改 正 前 
７ 確定図・境界標復元位置図（数値データ） 

 

道水路台帳平面図を補正するためのデータ作成を目的とするもので、図式及び

凡例は別表２「川崎市道水路台帳平面図取得分類基準表」に準じ、標準図式デー

タファイルで作成する。 

 

 

（３）基準点マーク 

   記載しない。 

 

(５) 点間距離及び結線 

実線にて結線し、道水路台帳平面図の距離を記載する。距離変更を行う場

合は、変更後の距離を記載する。 

(６) 斜距離及び結線 

一点鎖線にて結線し、道水路台帳平面図の距離を記載する。距離変更を行

う場合は、変更後の距離を記載する。 

(８) 取り付け 

   一点鎖線にて結線する。点名・点間距離は記載しない。 

(９) 不成立箇所 

一点鎖線にて結線する。点名・点間距離は記載しない。 

８ 確定図・境界標復元位置図（数値データ） 

 

図式及び凡例は別表２「川崎市道水路台帳平面図取得分類基準表」に準じ、標

準図式データファイルで作成する。 

ただし、土地境界確定等において申請者による境界復元を行う際は不要とす

る。 

 

（３）基準点マーク 

   記載する。 

   基準点測量にて佐合した既知点、取付点及び新点を記入する。 

(５) 点間距離及び結線 

実線にて結線し、小数点以下３桁まで記載する。 

 

(６) 斜距離及び結線 

一点鎖線にて結線し、小数点以下３桁まで記載する。 

 

(８) 取り付け 

   記載する。 

(９) 不成立箇所 

記載する。 
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改 正 後 改 正 前 
８ 幅員図 

 

図面タイトルは「幅員図」とし、記載内容は次のとおりとする。 

 

９ 修正箇所図 

 

図面タイトルは「修正箇所図」とし、確定図を基に次のとおり記載する。 

 

10 現地測量（数値地形図データ） 

 

図式及び凡例は別表２「川崎市道水路台帳平面図取得分類基準表」に準じ、標

準図式データファイルで作成する。 

 

11 電子成果 

 

電子成果は、基準点測量・用地測量・ドキュメントに分類し作成する。 

 

（１）フォルダ構成 

   エ DOC フォルダー 

     伺い書等一式を格納する。 

(２) 作成内容 （別表１－１、－２、－３「川崎市測量業務電子成果」を参照） 

  ア 基準点測量（公共座標の場合） 

(ウ) 点の記（第２号様式） 

 

９ 幅員図 

 

図面タイトルは「幅員図」とし、記載内容は次のとおりとする。 

 

10 修正箇所図 

 

図面タイトルは「修正箇所図」とし、確定図を基に次のとおり記載する。 

 

11 現地測量（数値地形図データ） 

 

図式及び凡例は別表２「川崎市道水路台帳平面図取得分類基準表」に準じ、標

準図式データファイルで作成する。 

 

12 電子成果 

 

電子成果は、基準点測量・用地測量・ドキュメントに分類し作成する。 

 

（１）フォルダ構成 

   エ DOC フォルダー 

    測量成果表綴り等の成果を格納する。 

(２) 作成内容 （別表１－１、－２、－３「川崎市測量業務電子成果」を参照） 

  ア 基準点測量（公共座標の場合） 

(ウ) 点の記（第３号様式） 
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改 正 後 改 正 前 
ウ 用地測量（公共座標の場合） 

(コ) 確定図・境界標復元位置図（数値データ） 

③精度管理表は、ファイル形式を「PDF 形式（第３号様式-1、-2）」と

する。 

※精度管理表“第３号様式-1”は、論理検査プログラムによる検査 

『適合』の上で、プログラムから出力するものとする。 

※精度管理表“第３号様式-2”は、確定図に必要なコードのみチェ

ックしたものとする。 

   オ 現地測量（数値地形図データ）（公共座標の場合） 

③精度管理表は、ファイル形式を「PDF 形式（第３号様式-1、-2）」と

する。 

※精度管理表“第３号様式-1”は、論理検査プログラムによる検査 

『適合』の上で、プログラムから出力するものとする。 

      ※精度管理表“第３号様式-2”は、確定図に必要なコードのみチェ 

ックしたものとする。 

キ ドキュメント（伺い書等一式） 

①PDF 形式とする。 

     ②ファイル名は、「MEETS▲▲▲.PDF」とし、▲▲▲には整理番号を 3

桁（001～999）で入力する。 

※複数ページとなる場合は、整理番号ごとに１ファイルとする。 

 

記載削除 

 

 

ウ 用地測量（公共座標の場合） 

(コ) 確定図・境界標復元位置図（数値データ） 

③精度管理表は、ファイル形式を「PDF 形式（第４号様式-1、-2）」と

する。 

※精度管理表“第４号様式-1”は、論理検査プログラムによる検査 

『適合』の上で、プログラムから出力するものとする。 

※精度管理表“第４号様式-2”は、確定図に必要なコードのみチェ

ックしたものとする。 

オ 現地測量（数値地形図データ）（公共座標の場合） 

③精度管理表は、ファイル形式を「PDF 形式（第４号様式-1、-2）」と

する。 

※精度管理表“第４号様式-1”は、論理検査プログラムによる検査 

『適合』の上で、プログラムから出力するものとする。 

      ※精度管理表“第４号様式-2”は、確定図に必要なコードのみチェ 

      ックしたものとする。 

キ ドキュメント 

(ア) 伺い書等一式 

①PDF 形式とする。 

     ②ファイル名は、「MEETS▲▲▲.PDF」とし、▲▲▲には整理番号を 3

桁（001～999）で入力する。 

※複数ページとなる場合は、整理番号ごとに１ファイルとする。 

(イ) 測量成果綴り（表紙） （第１号様式） 

  ①XLS 形式とする。（市で貸与するエクセルソフトを用いて作成す

る。） 

  ②ファイル名は、「SUVRP001.XLS」とする。 
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改 正 後 改 正 前 
コ 提出方法 

(ウ) 作成した電子成果は、成果品ファイルの納品漏れを防ぐとともに、

下検査も含めた検査を効率的に行なうため、電子納品一覧表（第４号

様式）を提出すること。 
 

改正経過 
平成 23 年 11 月 17 日 

平成 25 年４月１日 

平成 26 年４月１日 

平成 28 年４月１日 

平成 30 年４月１日 

令和２年４月１日 

令和２年 10 月１日 

令和５年４月 1日 

令和６年４月１日 

コ 提出方法 

(ウ) 作成した電子成果は、成果品ファイルの納品漏れを防ぐとともに、

下検査も含めた検査を効率的に行なうため、電子納品一覧表（第５号

様式）を提出すること。 

 

改正経過 

平成 23 年 11 月 17 日 

平成 25 年４月１日 

平成 26 年４月１日 

平成 28 年４月１日 

平成 30 年４月１日 

令和２年４月１日 

令和２年 10 月１日 

令和５年４月 1日 
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